
乾
隆
四
拾
九
年
井
五
拾
弐
年

御
三
代
伊
江
親
方
御
用
日
々
記

嘉
慶
八
年
よ
り
拾
弐
年
迄
御
進
物
留

御
三
代
伊
江
親
方
日
々
記

嘉
慶
拾
三
年
よ
り
拾
四
年
迄

御
三
代
伊
江
親
方
日
々
記
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…

•
•
4
3
ー

嫡
孫
蒲
戸
勤
方
二
付
諸
事
日
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
8
9
ー

発
刊
の
こ
と
ば

凡
例

ヵ
牛
兄

缶
1¥llll

目

次

伊
江
親
方

H
々
記
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七 六

•••.••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••.•••••.••• 

嘉
慶
拾
九
年
よ
り
弐
拾
壱
年
迄

御
三
代
伊
江
親
方
日
々
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

嘉
慶
弐
拾
年
よ
り
御
病
中
日
々
記
井

乾
隆
六
拾
年
御
四
代
伊
江
親
方

御
先
室
御
病
中
御
看
病
日
記
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
嘉
慶
拾
八
年

御
三
代
伊
江
親
方
日
々
記

四
嘉
慶
拾
五
年
よ
り
拾
六
年
迄

御
三
代
伊
江
親
方
日
々
記
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一
、
本
書
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
の
「
御
三
代
伊
江
親
方
日
々
記
」
を

は
じ
め
と
す
る
七
冊
の
日
記
を
、
影
印
・
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
書
は
、
日
記
の
一
冊
目
か
ら
最
後
ま
で
を
、
日
記
の
順
に
し
た
が
っ

て
、
各
ペ
ー
ジ
の
上
段
は
影
印
、
下
段
は
翻
刻
の
形
で
掲
載
し
た
。

三
、
影
印
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
も
と
に
お

．
こ
な
っ
た
が
、
写
真
が
黒
か
っ
た
り
、
地
の
部
分
が
写
り
込
ん
で
、
字

の
判
別
が
難
し
い
場
合
や
、
ゴ
ミ
が
あ
っ
て
字
の
見
え
に
く
い
場
合
に

は
、
字
に
影
響
の
な
い
程
度
に
背
景
の
処
理
を
お
こ
な
っ
た
。

四
、
本
文
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
影
印
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
可
能
な

限
り
上
下
段
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
、
影
印
の
文
書
に
あ
わ
せ
て
、

改
行
を
お
こ
な
っ
た
。

以
下
、
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
次
の
よ
う
な
こ
と

に
配
慮
し
た
。

1
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
直
し
、
原
史
料
に
は
な
い
が
、
読

点
を
付
し
た
。

2
変
体
仮
名
「
古
」
「

I
」
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
し
、
「
者
」
「
江
」

「
而
」
「
二
」
「
ハ
」
「
茂
」
「
与
」
の
文
字
は
、
他
と
区
別
す
る
た
め

に
ポ
イ
ン
ト
を
お
と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
変
体
仮
名
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
直
し
た
。

阿
↓
あ
、
楚
↓
そ
、
幾
↓
き
…
等

3

「
里
」
「
筑
」
は
、
「
里
之
子
」
「
筑
登
之
」
と
直
し
た
。

凡

例

4
ペ
ン
字
書
の
後
世
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
翻
刻
は
し
な
か
っ
た
。

5
朱
書
き
等
の
補
筆
は
、
原
則
と
し
て
文
章
中
の
該
当
個
所
に
入
れ
込

ん
だ
。
ま
た
、
朱
書
き
に
よ
る
訂
正
は
、
朱
書
き
の
文
を
優
先
し
た
。

た
だ
し
、
翻
刻
中
に
、
朱
書
き
該
当
部
分
の
指
示
は
し
て
い
な
い
。

6
日
記
の
中
で
、
書
き
も
ら
し
と
し
て
後
日
に
補
っ
た
文
は
、
原
則
と

し
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
が
、
行
間
の
朱
書
き
の
文
に
関
し
て
は
、

該
当
日
付
の
と
こ
ろ
に
入
れ
込
ん
だ
。

7
原
史
料
の
損
欠
お
よ
び
虫
損
は
口
で
示
し
た
。

8
解
読
不
能
の
文
字
は
口
で
示
し
、
推
定
し
う
る
文
字
に
つ
い
て
は
、

（
）
で
、
明
ら
か
な
間
違
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
（
マ
マ
）
と

傍
記
し
た
。

9
編
集
者
の
注
記
は
、
最
小
限
に
お
さ
え
た
が
、
注
記
す
る
場
合
に
は

（
）
で
示
し
た
。

1
0
そ
の
他
、
目
次
や
柱
題
な
ど
、
編
集
上
の
都
合
で
処
理
し
た
も
の
も

あ
る
。

五
、
筆
耕
の
際
に
、
豊
見
山
和
行
氏
お
よ
び
沖
縄
歴
史
研
究
会
古
文
書
研

究
会
に
て
の
筆
耕
を
参
考
資
料
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

六
、
本
書
へ
の
収
録
に
関
し
て
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
沖
縄
県
立
図
書

館
お
よ
び
川
平
家
の
皆
様
、
ほ
か
関
係
各
位
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た

、。
＞ヽ




